
【コロナ感染症】対面授業で学生の感染者が確認された場合

ご自身の対面授業で感染者が受講していた

1. 授業出席学生が感染した学生の飛沫（くしゃみ、咳、つば等）に直接触れた可能性が高い

※1ｍ以内の距離で互いにマスク無しで会話が交わされた場合は、時間の長さは問わない。

2. 授業出席学生が手で触れることのできる距離（目安1ｍ）で、必要な感染防止策なし(マス

クを外していた、鼻出しマスク、顎マスクなど不適切な着用を含む)で感染した学生と15

分以上の会話をしていた。

3. 教員が感染した学生の飛沫（くしゃみ、咳、つば等）に直接触れた可能性が高い（１ｍ以

内の距離で互いにマスク無しで会話が交わされた場合は、時間の長さは問わない）。

4. 教員が手で触れることのできる距離（目安1ｍ）で、必要な感染防止策なし(マスクを外し

ていた、鼻出しマスク、顎マスクなど不適切な着用を含む)で感染した学生と15分以上の

会話をしていた。

5. マイク等の物品を消毒せずに感染した学生を含め共有していた。

6. 学生、教員含めて身体接触（介護実習など）があった。

上記1.～6.のどれか
一つでもあてはまる

上記1.～6.のどれも
あてはまらない

教員及び授業参加者へ
の感染の可能性はほぼ
ありません。
対面授業を続けて問題
ありません。

上記3.～6.のどれか
一つでもあてはまる

上記3.～6.はどれも
あてはまらない

Step3：報告用アンケートにご回答ください。
https://forms.office.com/r/an16fmPvCK

教員への感染の可能性は
ほぼありません。
対面授業を続けて問題あ
りません。

保健所より、濃厚接触者に
特定される可能性があります。

Step4：7日間自宅待機とし、授業はオンラインに切り替えてください。
Step5：開講元の事務室にオンライン移行の連絡をしてください。
Step6：LOYOLAの授業掲示板にオンライン移行の掲示を上げてください。

※他の方法で受講生へ告知する場合でも、LOYOLAの授業掲示板には
必ずその旨を掲示ください。

Step1：感染した学生にLOYOLAアンケートへの入力を指示してください。
Step2：以下のセルフチェックを行ってください。

※大学から回答内容に関して、別途ヒアリングを
行う場合がありますのでご協力ください。
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